
数字にみるわがまち（平成27年12月31日現在）

（　）は、前年同月比数

（人口）合計････････4,199人	（－149）
　　　　	男	･････････1,893人	 （－76）
　　　　	女	･････････2,306人	 （－73）
年少［15歳未満］	････　200人	 （－5）	 4.76％
老年［65歳以上］	････2,335人	 （－53）	55.61％
世帯数････････････2,413世帯	 （－38）

大豊町

広報ゆとりすと
平
成
28
年 2

1月10日　大豊町成人式

輝かしい未来へ！
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第146号
平成27年12月定例会

発行日／平成 28 年 1月 31 日

責任者　議会議長　佐藤 德治
編　集　議会広報編集特別委員会
事務局　大豊町高須 231
電　話　0887 － 72 － 0450

第462回（平成27年12月）定例会
　12月８日開会、12月17日までの 10日間の会期、町長提出の平成 27 年度補正予算、条例など７件
を可決、継続審査・調査付託を決定の上、閉会した。

第462回

平成27年12月定例会

主な使いみち（一般会計歳出第６回）
　（総務費）みんなで支える郷づくり補助金1,700万円の減額等により、1,563万5千円の減額。（民生費）老
人ホーム入所措置委託料500万円、介護保険特別会計繰出金879万4千円の増額等により、843万6千円の増額。
（衛生費）簡易水道事業特別会計繰出金396万6千円の減額等により329万2千円の減額。（農林水産業費）森
林組合運営資金貸付金2,000万円の計上等により1,711万1千円の増額。（土木費）建設機械借上料250万円、
町営住宅修繕料300万円の増額等により、735万円の増額。（教育費）大豊町中学校焼却炉解体工事費84万円、
給食センター高圧受電設備修繕料149万4千円の増額等により、392万円の増額。（災害復旧費）農林水産施設
災害復旧費1,500万円、公共土木施設災害復旧費6億700万万円の増額により、6億2,200万円の増額。公債費
元金償還金714万5千円の増額。

主な使いみち（国民健康保険特別会計第２回）
　療養給付費等返還金481万3千円の増額。

主な使いみち（介護保険特別会計第３回）
　居宅介護サービス給付費2,363万1千円及び施設介護サービス給付費3,511万7千円等の増により7,035万4
千円の増額。

主な使いみち（簡易水道事業特別会計第２回）
　総務管理費の調整を行った結果、15万9千円の増額。

補正予算（賛成・全員）
会　　　計 補　正　額 補正後の額

一　　般　　会　　計	（第６回） 6億3,237万3千円 62億9,553万2千円
国民健康保険特別会計	（第２回） 502万円4千円 9億996万6千円
介護保険特別会計	（第３回） 7千35万4千円 8億608万円
簡易水道事業特別会計	（第２回） 15万9千円 1億113万7千円
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契約の締結

27第10－46号
林道下名大田口線台風12号災害１号箇所災害復旧工事請負契約

　（賛成・全員）

１　契約の目的　　27第10－46号　林道下名大田口線台風12号災害１号箇所災害復旧工事
２　契約の方法　　指名競争入札
３　契約金額　　　63,504,000円
４　契約の相手方　大豊町津家24番地12
　　　　　　　　　有限会社ムクタ工業
　　　　　　　　　代表取締役　椋田　新也

大
豊
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
並
び
に
特
定
個
人
情
報
の

利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て（賛

成
・
全
員
）

○
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律(
平
成
25
年
法
律
第
27
号)

第
9
条
第
2
項
の
規
定
に
基
づ
く
個
人
番
号
及
び
特
定

個
人
情
報
の
利
用
並
び
に
法
第
19
条
第
9
号
の
規
定
に

基
づ
く
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
。

大
豊
町
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例

（
賛
成
・
全
員
）

○
大
豊
町
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
は
10
人
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
は
4
人
と
す
る
。

大
豊
町
立
複
合
集
会
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
賛
成
・
全
員
）

○
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
西
峯
と
し
て
建
築
し
た
施
設
を
大

豊
町
複
合
集
会
所
に
追
加
す
る
。

嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務

の
変
更
及
び
嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

（
賛
成
・
全
員
）

○
嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合
の
行
財
政
改
革
に
伴
う
職
員

の
任
命
方
法
の
変
更
及
び
大
川
村
が
平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
、
嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る

事
務
の
う
ち
、
学
校
給
食
に
関
す
る
事
務
か
ら
脱
退
す

る
こ
と
に
伴
い
、
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
。

主
な
条
例
改
正
等

大豊町立複合集会所「ひだまり」
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行

報
政

告

◎
第
462
回
定
例
会

岩﨑憲郎
町長

○
美
濃
明
富
氏
に
総
務
大
臣

か
ら
感
謝
状

　

国
民
参
政
125
周
年
・
普
通

選
挙
90
周
年
・
婦
人
参
政
70

周
年
記
念
表
彰
に
お
い
て
、

大
豊
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員　

美
濃
明
富
氏
に
総
務
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

○
株
式
会
社
末
広
か
ら
10
万

円
の
寄
附

　

平
成
26
年
11
月
20
日
か

ら
１
年
間
、
大
豊
町
碁
石

茶「
こ
こ
だ
け
大
福
」を
寄

附
金
付
き
商
品
と
し
て
販
売

（
販
売
個
数
７
，２
６
６
点
）

さ
れ
、
販
売
額
の
3.9
％
に
株

式
会
社
末
広
と
し
て
の
寄
附

金
を
添
え
て
、
10
万
円
の
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
第
44
回
嶺
北
畜
産
能
力
共

進
会

　

平
成
27
年
11
月
30
日（
月
）

嶺
北
家
畜
市
場（
土
佐
町
） 

で
開
催
さ
れ
、
久
保
内
清
氏

（
谷
）の
第
221
み
は
る
号
が

次
の
と
お
り
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。 

●
「
経
産
」
の
部

　

最
優
秀
賞

　

一
般
社
団
法
人
高
知
県
畜

産
会
長
賞
も
併
せ
て
受
賞 

●
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

　

公
益
社
団
法
人
全
国
和
牛

登
録
協
会
長
賞
、
高
知
県
知

事
賞
を
受
賞

主 

な 

質 

疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
第
462
回
定
例
会

一
般
会
計
（
第
６
回
）
補
正

予
算

都築正光 議員

　

老
朽
化
し
た
給
食
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
方
向
性
は
。

池添修一
教育長

　

維
持
修
繕
を
行
い
な
が
ら

将
来
的
に
は
、
自
校
方
式
を

採
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

都
築
正
光
郎
議
員

　

給
食
セ
ン
タ
ー
を
自
校
方

式
で
、
何
年
度
に
ど
こ
に
建

設
す
る
等
の
計
画
は
あ
る
の

か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

現
在
、
計
画
は
な
い
が
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
住
民
の
意
見
を
反

映
し
て
今
後
取
り
組
ん
で
い

く
。

前野由和 議員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、

現
在
の
通
知
カ
ー
ド
受
け
取

り
状
況
は
。ま
た
、受
け
取
っ

て
な
い
方
に
つ
い
て
、
今
後

ど
う
い
う
対
応
を
す
る
の
か
。

今井達也
住民課長

　

郵
送
し
た
数
が
２
，４
４
３

件
、
そ
の
内
受
取
済
み
数
２
，

１
６
４
件
、
未
受
取
数
279
件

で
あ
り
、
受
け
取
っ
て
な
い

方
に
つ
い
て
は
再
度
通
知
を

し
、
基
本
的
に
３
ヶ
月
役
場

大豊町学校給食センター

通知カード
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に
留
め
置
き
、
そ
れ
で
も

残
っ
た
場
合
、
発
送
し
た
地

方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
に
届
け
出
を
し
、
町
で

破
棄
す
る
。

前
野
由
和
議
員

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
待
機

の
状
況
は
。

今
井
達
也
住
民
課
長

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

場
合
は
希
望
者
が
直
接
施
設

へ
申
請
す
る
の
で
把
握
で
き

な
い
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

つ
い
て
は
、
大
豊
園
で
待
機

者
が
10
名
に
な
っ
て
い
る
。

藤丸髙德 議員

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で

提
言
を
し
て
い
る
保
育
料
の

無
料
化
は
検
討
し
て
い
る
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

現
在
、５
歳
児
に
は
保
育

料
の
９
割
を
商
品
券
と
し
て

還
元
し
て
い
る
。議
会
の
教

育
民
生
常
任
委
員
会
か
ら
保

育
料
を
無
料
化
に
す
べ
き
だ

と
報
告
も
あ
っ
た
が
、今
す
ぐ

に
無
料
化
す
る
と
こ
ろ
ま
で

検
討
は
進
ん
で
い
な
い
。今
後
、

様
々
な
検
討
を
し
て
い
く
。

渡辺則夫 議員

　

新
し
い
制
度
の
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
は
、
具
体

的
に
は
農
地
や
農
家
と
ど
の

よ
う
な
関
わ
り
を
持
つ
の
か
。

小林雅文
産業建設課長

　

農
業
委
員
会
に
出
席
で
き
、

一
体
的
に
連
携
し

て
取
り
組
み
、
議

決
権
は
な
い
が
助

言
や
発
言
が
で
き

る
。

老人ホーム大豊園

町道杉線起点側

町道杉線終点側

前
野
由
和
議
員

　

狭
い
町
道
へ
大
型
バ
ス
が

迷
い
込
ん
だ
と
の
指
摘
や
案

内
標
識
設
置
の
要
望
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
対
応

を
問
う
。

　

案
内
板
の
標
記
、
観
光
施

設
の
音
声
案
内
が
日
本
語
の

み
と
な
っ
て
い
る
。

　

観
光
客
が
国
際
化
す
る
状

況
の
下
で
、
英
語
、
中
国
語
、

ハ
ン
グ
ル
文
字
な
ど
の
標
記
、

案
内
を
採
る
べ
き
と
考
え
要

請
す
る
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

必
要
性
を
検
討
し
な
が
ら
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

前
野
由
和
議
員

　

選
択
制
夫
婦
別
姓
に
つ
い

て
民
法
改
正
を
最
高
裁
判
所

が
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

明
治
31
年
に
民
法
制
定
に

よ
り
婚
姻
に
よ
る
同
姓
使
用

が
固
定
化
さ
れ
た
。
一
見
認

識
さ
れ
に
く
い
が
婚
姻
後

96
％
が
男
性
の
姓
を
使
用
し

て
い
る
こ
と
は
間
接
差
別
と

の
指
摘
を
受
け
て
い
る
。

　

先
祖
の
祭
祀
、
墓
地
管
理

な
ど
家
意
識
が
含
ま
れ
る
慣

習
に
従
っ
て
い
る
こ
と
も
一

因
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

判
決
が
ど
う
な
る
か
分
か

ら
な
い
が
、
選
択
的
な
夫
婦

別
姓
を
認
め
る
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
場
合
、
職
員
の
中

で
旧
姓
を
使
用
す
る
意
識
を

持
つ
職
員
が
い
れ
ば
積
極
的

な
支
援
を
要
請
す
る
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

憲
法
解
釈
に
つ
い
て
答
弁

は
差
し
控
え
る
。
本
会
議
で

個
人
的
な
発
言
は
す
べ
き
で

は
な
い
が
、
個
人
的
に
は
、

家
間
で
行
わ
れ
て
き
た
婚
礼

と
か
冠
婚
葬
祭
が
性
差
別
に

な
る
も
の
と
は
思
わ
な
い
。

一般質問一般質問

問 

案
内
標
識
は
親
切
か

観
光
案
内
は
多
国
語
が
必
要
で
は

答 

対
応
を
検
討
す
る

問 

性
差
別
解
消
は
積
年
の
課
題

別
姓
に
対
す
る
認
識
は

答 
憲
法
解
釈
に
つ
い
て
は
差
し
控
え
る
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前
野
由
和
議
員

　

福
島
原
発
規
模
の
苛
酷
事

故
発
生
に
よ
る
環
境
総
合
研

究
所
の
放
射
能
拡
散
予
測
が

高
知
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。

Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
原
発
か
ら
30
㎞
圏

内
）
と
同
じ
線
量
が
高
知
県

内
で
も
予
測
さ
れ
て
い
る
。

福
井
地
裁
判
決
は
250
㎞
圏
内

に
危
険
が
及
ぶ
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
と
放
射
能
汚
染
の
規

模
を
認
定
し
て
い
る
。

　

高
知
お
お
と
よ
製
材
工
場

へ
の
木
材
供
給
は
県
内
全
域

で
あ
り
、
山
林
や
木
材
の
除

染
は
不
可
能
な
た
め
操
業
も

困
難
に
な
る
。
風
力
・
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
へ
の
取
り

組
み
も
克
服
す
る
課
題
が
多

い
と
考
え
る
が
、
困
難
が

あ
っ
て
も
単
に
経
済
的
な
利

益
だ
け
で
は
な
い
。
膨
大
な

核
の
ゴ
ミ
を
後
世
に
負
の
遺

産
と
し
て
残
す
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。
個
人
の
尊
厳
を
守

る
課
題
と
の
認
識
の
下
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の

継
続
を
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

原
子
力
発
電
所
か
ら
近
い

と
か
遠
い
と
か
に
関
係
な
く
、

み
ん
な
が
意
識
し
、
考
え
る

べ
き
問
題
で
あ
り
、
長
期
的

に
は
、
原
子
力
に
頼
ら
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
で
き
る

社
会
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、

今
安
定
し
た
電
力
が
、
ど
れ

ぐ
ら
い
生
活
に
と
っ
て
重
要

か
と
い
う
こ
と
も
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
施

策
も
変
化
さ
せ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
住
民
の
意

見
を
聞
き
、
よ
り
よ
い
対
策

を
検
討
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

前
野
由
和
議
員

　

交
通
弱
者
の
事
故
防
止
や

移
動
手
段
の
確
保
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。

　

関
係
者
各
位
に
よ
る
「
対

策
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
対
応
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

三谷幸一郎 議員

　

近
年
の
異
常
気
象
や
想
定

さ
れ
る
南
海
地
震
等
に
よ
る

大
災
害
が
予
測
で
は
な
く
現

実
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
町

内
で
も
各
避
難
所
で
停
電
時

の
情
報
源
と
し
て
ラ
ジ
オ
が

大
い
に
役
立
つ
、
し
か
し
町

内
37
箇
所
の
指
定
避
難
所
中

Ａ
Ｍ
・
Ｆ
Ｍ
中
継
所
の
あ
る

役
場
周
辺
を
除
き
ラ
ジ
オ
の

受
信
状
態
が
悪
い
避
難
所
が

あ
る
。
県
の
指
導
で
受
信
状

態
の
悪
い
避
難
所
に
は
外
部

ア
ン
テ
ナ
を
取
り
付
け
て
受

信
状
態
を
テ
ス
ト
し
た
が
、

町
内
37
箇
所
の
指
定
避
難
所

中
８
箇
所
が
そ
れ
で
も
受
信

状
態
が
良
く
な
い
。
本
町
の

よ
う
な
山
間
地
で
は
夕
方
か

ら
夜
間
に
は
大
陸
側
か
ら
出

力
の
強
い
電
波
の
影
響
に
よ

り
ほ
と
ん
ど
聞
く
こ
と
が
で

き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

特
に
ロ
ー
カ
ル
放
送
（
県
内

放
送
）
は
全
く
聞
く
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
受

信
状
態
で
は
大
災
害
時
、
夜

間
に
は
情
報
源
が
断
た
れ
住

民
は
不
安
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一般質問

一般質問

問 

移
動
手
段
は
喫
緊
の
課
題
、
対
策
に

取
り
組
め

答 

対
策
を
検
討
す
る

問 

災
害
時
ラ
ジ
オ
難
聴
避
難
所
に
外
部

ア
ン
テ
ナ
の
整
備
を

答 

対
策
を
検
討
し
て
い
る

バイオマス発電所

伊方原子力発電所

町民バス

前
野
由
和
議
員

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
後
全
章

概
要
が
発
表
さ
れ
た
。

　

重
要
５
品
目
を
除
外
し
な

け
れ
ば
撤
退
す
べ
き
と
の
国

会
決
議
や
自
民
党
の
選
挙
公

約
に
反
し
て
い
る
こ
と
は
明

確
で
あ
る
。

　

安
い
農
産
物
を
外
国
か
ら

買
え
ば
い
い
と
の
発
想
は
食

料
輸
送
が
CO²
排
出
量
を
大
き

く
し
温
暖
化
の
原
因
の
大
き

な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　

議
案
提
案
理
由
説
明
に
多

く
の
紙
面
を
使
っ
て
い
る
が

批
判
、
抗
議
の
言
葉
が
な
い

が
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

危
機
感
を
持
っ
て
中
山
間

地
域
の
現
状
等
を
発
信
し
、

そ
の
上
で
、
ど
の
よ
う
な
手

だ
て
、
対
策
が
採
ら
れ
る
か

注
視
、
提
言
等
を
し
て
い
く
。

一般質問

問 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
は

　

 

国
会
無
視
、
公
約
違
反
に
抗
議
を

答 

中
山
間
地
域
の
現
状
等
を
発
信

一般質問

問 

伊
方
再
稼
働
へ
の
見
解
は

　
 

苛
酷
事
故
発
生
は
四
国
中
を
巻
き
込

む
危
険

答 
原
子
力
に
頼
ら
な
い
社
会
を
目
指
す

べ
き
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そ
こ
で
県
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
連
携

し
て
早
期
に
全
て
の
避
難
所

に
お
い
て
夜
間
で
も
鮮
明
に

受
信
で
き
る
よ
う
な
設
備
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

最
近
全
国
で
大
災
害
時
を
想

定
し
て
総
務
省
が
Ｆ
Ｍ
補
完

中
継
局
（
Ｆ
Ｍ
放
送
で
Ａ
Ｍ

放
送
を
聞
く
事
）
を
整
備

し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災

で
も
臨
時
の
Ｆ
Ｍ
局
が
開
設

さ
れ
、
き
め
細
か
い
情
報
を

発
信
し
続
け
大
い
に
役
立
っ

て
い
た
。
こ
れ
か
ら
は
大
災

害
時
の
情
報
源
と
し
て
Ｆ
Ｍ

放
送
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

隣
の
四
国
中
央
市
で
は
昨
年

の
12
月
か
ら
Ｆ
Ｍ
補
完
放
送

を
開
始
し
て
い
る
。
将
来
を

見
越
し
て
Ｆ
Ｍ
放
送
も
受
信

で
き
る
よ
う
併
せ
て
整
備
し

て
は
ど
う
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

ラ
ジ
オ
放
送
を
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
聞
く
サ
ー
ビ
ス
等
も
あ
り
、

様
々
な
ア
イ
テ
ム
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
、
緊
急
の
場
合

に
住
民
の
安
全
を
守
る
と
い

う
手
立
て
を
講
じ
て
い
く
。

三
谷
幸
一
郎
議
員

　

長
年
の
土
砂
や
落
ち
葉
の

堆
積
に
よ
り
狭
い
町
道
が
更

に
狭
く
な
り
運
転
が
危
険
な

箇
所
が
あ
る
。
本
町
の
よ
う

に
高
齢
に
な
っ
て
も
運
転
を

し
て
買
い
物
や
病
院
に
行
か

な
け
れ
ば
生
活
が
で
き
な
い

現
状
に
あ
る
。
町
も
各
地
区

か
ら
の
要
請
に
よ
り
整
備
は

行
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
整
備

さ
れ
て
い
な
い
利
用
頻
度
の

少
な
い
町
道
が
あ
る
。
以
前

な
ら
一
斉
清
掃
や
道
役
な
ど

地
区
住
民
の
方
が
整
備
し
て

い
た
が
、
人
口
減
や
高
齢
化

に
よ
り
整
備
が
ま
ま
な
ら
な

い
現
状
に
あ
る
。
安
心
安
全

佐々木文三 議員

　

本
町
の
高
齢
者
（
65
歳
以

上
）は
、
２
，３
４
６
人
の
約

55.4
％
と
な
っ
て
い
る
。
県
で

は
日
本
一
の
長
寿
県
構
想
を

打
ち
立
て
て
事
業
を
行
っ
て

い
る
が
、
町
独
自
の
事
業
で

は
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
通
院
タ

ク
シ
ー
、
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
先
、
各
地
域
単
位

の
高
齢
者
住
宅
等
、
集
団
生

活
で
き
る
施
設
な
ど
、
新
た

な
町
と
し
て
独
自
の
社
会
的

弱
者
対
策
を
す
る
予
定
は
あ

る
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

高
齢
者
等
の
福
祉
に
つ
い

て
は
、
大
豊
町
高
齢
者
福
祉

計
画
に
基
づ
き
、
住
民
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
、
こ
の
計
画

の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。
高
齢
者
住
宅
等
に

つ
い
て
は
、
集
ま
れ
と
い
う

に
運
転
で
き
る
よ
う
更
な
る

整
備
を
願
う
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

町
道
等
は
520
キ
ロ
と
い
う

延
長
が
あ
る
。
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
公
共

心
を
持
っ
て
管
理
等
努
力
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
指

摘
の
あ
っ
た
場
所
が
分
か
ら

な
い
が
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
い
て
対
処
で
き
な

い
場
合
は
担
当
課
に
連
絡
を

お
願
い
し
た
い
。

政
策
で
は
な
く
、
現
在
の
暮

ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

を
基
本
的
に
進
め
る
。

一般質問

一般質問

問 

狭
く
な
っ
た
町
道
の
路
面
整
備
を

答 

担
当
課
に
連
絡
を

問 

社
会
的
弱
者
の
対
策
を

答 

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る

ラジオ

地域のコミュニティ作業

高齢者福祉計画

佐
々
木
文
三
議
員

　

本
町
に
は
西
峰
小
中
、
東

豊
永
小
、大
豊
小
、大
田
口
小
、

穴
内
小
、
川
口
小
、
天
坪
小

と
、
７
校
の
休
廃
校
、
旧
天

坪
保
育
所
等
の
施
設
が
あ
る

が
、
川
口
小
以
外
の
利
活
用

や
管
理
は
で
き
て
い
る
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

社
会
体
育
施
設
と
し
て
、

住
民
の
利
用
に
寄
与
し
て
い

る
状
況
と
、
一
部
の
廃
校
は
、

民
間
の
力
を
借
り
て
住
宅
に

転
用
す
る
こ
と
も
今
検
討
を

し
て
い
る
。
今
ま
で
様
々
な

形
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
き

た
が
結
果
と
し
て
計
画
と
お

り
に
進
ん
で
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
が
、
今
後
も
、
利

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

一般質問

問 

廃
校
等
の
利
活
用
、
管
理
は

答 

今
後
も
検
討
を
す
る

旧天坪保育所
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佐
々
木
文
三
議
員

　

大
豊
町
農
村
広
場
は
、
唯

一
の
多
目
的
広
場
で
あ
り
高

齢
者
の
憩
い
の
場
所
で
あ
る
。

ゲ
ー
ト
ボ
ウ
ル
や
、
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
に
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
の
施
設
の
ト

イ
レ
は
、
あ
ま
り
に
狭
小
で

利
用
者
か
ら
苦
情
が
出
て
い

る
。
高
齢
者
の
利
用
し
や
す

い
洋
式
の
ト
イ
レ
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
改
修
の
予
定

は
。

池
添
修
一
教
育
長

　

農
村
広
場
に
は
２
ヶ
所
の

ト
イ
レ
が
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
築
36
年
を
経
過
し
て
い
る
。

狭
小
の
上
、
和
式
で
あ
る
た

め
に
、
高
齢
者
の
方
に
は
非

常
に
使
い
勝
手
が
悪
い
状
況

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
過

去
に
議
会
教
育
民
生
常
任
委

員
会
が
隣
接
す
る
プ
ー
ル
の

調
査
を
し
、
早
急
に
整
備
せ

よ
と
い
う
報
告
も
あ
っ
た
。

一
体
的
に
見
直
し
、
利
便
性

が
図
ら
れ
、
か
つ
維
持
管
理

な
ど
経
費
が
か
か
ら
な
い
よ

う
な
施
設
に
し
て
い
く
た
め

に
今
後
検
討
を
し
た
い
。

渡
辺
則
夫
議
員

　

町
長
は
よ
く
大
豊
の
農
家

は
農
業
だ
け
で
な
く
農
林
家

だ
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
し
か

し
、
農
家
の
山
林
所
有
面
積

は
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
ぐ
ら
い
で

は
な
い
か
と
思
う
。
仮
に
50

年
生
の
杉
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
全

部
を
売
っ
た
と
し
て
も
、
良

く
て
200
万
円
ぐ
ら
い
だ
と
思

う
。
１
年
に
す
れ
ば
４
万
円

の
売
上
で
あ
る
。

　

一
方
Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
若
い
人
た
ち
が
雨
よ

け
ハ
ウ
ス
で
栽
培
す
る
ト
マ

ト
は
10
ア
ー
ル
で
少
な
く
て

も
200
万
円
、
多
い
人
は
500
万

円
以
上
の
収
入
を
得
て
い
る

人
も
い
る
。
町
長
は
よ
く
西

峰
を
守
る
こ
と
が
大
豊
を
守

る
こ
と
だ
と
い
う
が
、
西
峰

で
、
大
豊
で
人
が
住
み
生
活

す
る
と
い
う
視
点
で
考
え
れ

ば
林
業
収
入
は
微
々
た
る
も

の
で
あ
り
、
農
業
で
し
っ
か

り
と
収
入
を
上
げ
て
こ
そ
生

活
が
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と

を
現
場
か
ら
学
び
、
夏
涼
し

い
大
豊
の
気
候
を
生
か
し
た

農
業
振
興
に
こ
そ
大
豊
の
将

来
を
託
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

地
域
に
あ
る
全
体
量
が
多

い
資
源
を
活
か
す
取
り
組
み

を
す
る
こ
と
が
今
本
町
に

と
っ
て
必
要
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に

よ
り
関
連
し
た
雇
用
が
生
ま

れ
る
な
ど
、
可
能
性
が
あ
る

わ
け
で
、
林
業
を
し
っ
か
り

と
支
え
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

農
業
に
お
い
て
も
、
地
域

の
立
地
特
性
を
生
か
し
た
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
こ

の
地
域
で
生
き
る
こ
と
だ
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
、
地
域

の
基
幹
産
業
と
し
て
支
え
て

い
く
。

渡
辺
則
夫
議
員

　

直
接
支
払
制
度
に
お
い
て

問
題
に
な
る
の
が
稲
を
植
え

て
い
な
い
田
を
畑
と
見
る
の

か
、
田
と
見
る
の
か
が
あ
る
。

畑
の
場
合
は
交
付
金
が
田
の

半
額
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

農
林
水
産
省
の
田
の
定
義
は

「
湛
水
す
る
た
め
の
畦
畔
が

あ
り
、
灌
漑
機
能
を
有
し
て

い
る
土
地
」
と
お
お
ま
か
な

く
く
り
を
し
て
お
り
そ
の
判

断
は
現
場
（
市
町
村
）
に
任

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え

る
。
田
と
し
て
の
解
釈
が
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
な
る
だ
け

多
く
を
田
と
し
少

し
で
も
多
く
農
家

に
交
付
金
を
交
付

す
る
と
言
う
姿
勢

を
持
っ
て
い
る
の

か
、
職
員
も
そ
の

こ
と
を
承
知
し
て

い
る
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

中
山
間
に
対
す

る
政
策
と
し
て
農

林
水
産
省
で
は
、

中
山
間
の
直
接
支

払
制
度
は
地
域
政
策
と
い
う

位
置
付
け
を
し
て
い
る
。
ま

さ
に
本
町
の
よ
う
な
地
域
の

た
め
の
政
策
で
あ
り
適
正
な

運
用
に
努
め
、
そ
の
効
果
を

上
げ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
が
町
の
役
割
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
は

国
の
制
度
で
あ
り
、
今
後
と

も
、
適
正
な
運
用
を
行
い
、

制
度
自
体
に
対
す
る
信
頼
が

揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
よ
う
に

努
め
る
。

一般質問

一般質問

一般質問

問 

農
村
広
場
の
ト
イ
レ
の
改
修
を

答 

今
後
検
討
を
す
る

問 

農
業
の
拡
充
を

答 

農
林
業
を
支
え
て
い
く

問 

直
接
支
払
制
度
の
適
正
な
運
用
を

答 

制
度
の
主
旨
の
下
、適
正
に
運
用
す
る

大豊町農村広場トイレ

ビニールの張替補助

現地確認状況
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渡
辺
則
夫
議
員

　

民
泊
事
業
は
大
豊
だ
け
で

な
く
嶺
北
で
取
り
組
む
方
向

が
良
い
と
い
う
こ
と
は
９
月

議
会
で
確
認
で
き
た
と
思
う

が
、
一
緒
に
で
き
る
時
期
は

い
つ
な
の
か
。

　

大
豊
は
既
に
修
学
旅
行
の

募
集
を
し
て
お
り
、
他
の
町

村
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
は
い
っ

て
い
な
い
、
他
の
町
村
が
募

集
で
き
る
段
階
に
来
た
時
、

準
備
が
出
来
た
町
村
か
ら
順

次
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
が

い
い
の
で
は
な
い
か
。

　

大
豊
が
少
し
早
く
始
め
た

と
い
う
こ
と
で
、
大
豊
で

余
っ
た
分
を
他
の
町
村
に
回

し
た
り
、
嶺
北
の
町
村
が
そ

れ
ぞ
れ
に
募
集
し
た
り
す
る

事
態
は
つ
く
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
を
持
っ

て
取
り
組
む
中
、
広
域
的
に

連
携
の
必
要
な
部
分
に
つ
い

て
は
連
携
を
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
広

域
的
な
連
携
を
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
か
は
考
え
る
べ
き

時
期
だ
と
思
う
。

重
森
一
宗
議
員

　

農
業
以
外
の
、
公
務
員
、

会
社
員
、
自
営
業
の
方
で
も

１
ａ
以
上
の
農
地
を
所
有
し

耕
作
し
て
い
れ
ば
、
兼
業
農

家
と
し
て
農
家
数
に
含
ま
れ

る
。
と
い
う
こ
と
を
、
再
三

に
わ
た
り
質
問
を
し
て
き
た
。

こ
の
方
達
を
含
め
て
、
平
成

22
年
度
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調

査
で
は
821
農
家
で
あ
っ
た
。

今
回
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調

査
に
お
い
て
、
農
家
数
は
ど

の
く
ら
い
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
お
け

る
総
農
家
数
は
、
前
回
821
戸
、

今
回
704
戸
で
あ
る
。

重
森
一
宗
議
員

　

平
成
27
年
度
821
農
家
数
交

付
税
額
は
１
億
475
万
4
千
円

あ
っ
た
。
704
農
家
数
に
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
平
成
28
年

度
に
お
け
る
農
家
数
交
付
税

削
減
額
の
予
測
は
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

実
際
は
ど
う
な
る
か
は
こ

れ
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、

１
，
４
７
０
万
円
ぐ
ら
い
の

減
に
な
る
と
い
う
試
算
を
し

て
い
る
。

一般質問一般質問

問 

民
泊
事
業
は
広
域
で

答 

個
性
を
持
っ
た
連
携
が
必
要

問 

農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
の
結
果
は

答 

117
戸
の
減
少

民泊体験

重
森
一
宗
議
員

　

５
年
前
の
人
口
は
４
，
７

１
９
人
で
あ
り
、
今
回
の
国

勢
調
査
の
結
果
で
は
４
，
０

０
０
人
を
切
る
見
通
し
と
言

わ
れ
た
が
、
増
田
レ
ポ
ー
ト

で
、
大
豊
町
の
人
口
は
25
年

後
１
，
６
３
３
名
、

45
年
後
773
人
と

な
っ
て
い
る
。
町

民
も
、
自
分
の
住

ん
で
い
る
集
落
・

地
区
が
あ
と
何
年

し
た
ら
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
実
感

を
し
て
お
り
、
自
治
体
に
お

い
て
人
口
の
減
少
は
活
力
の

低
下
と
予
算
の
削
減
に
つ
な

が
り
、
町
民
生
活
の
安
全
・

安
心
に
必
要
な
政
策
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ

の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
今

重
森
一
宗
議
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
平
成
20

年
か
ら
始
ま
っ
た
。
平
成
20

年
か
ら
26
年
度
ま
で
の
各
年

度
件
数
と
寄
付
額
と
効
果
は
。

政
府
は
平
成
28
年
度
政
策
の

一
つ
に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
を
新
た
に
加
え
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
本
町
と
し
て

の
取
り
組
み
を
聞
く
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

平
成
20
年
度
11
件
65
万
、

21
年
度
12
件
74
万
、
22
年
度

12
件
58
万
、
23
年
度
14
件
66

万
３
千
円
、
24
年
度
23
件
83

万
３
千
円
、
25
年
度
76
件
172

万
６
，
５
０
０
円
、
26
年
度

125
件
238
万
７
千
円
、
合
計
額

757
万
９
，
５
０
０
円
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
返
礼
品

が
テ
レ
ビ
の
放
映
等
で
非
常

に
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

を
さ
れ
、
そ
う
い
う
流
れ
に

本
町
が
乗
り
切
れ
て
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ

は
反
省
点
で
あ
る
。
今
の
流

れ
の
中
で
ど
う
努
力
が
で
き

る
か
、
意
見
も
伺
い
な
が
ら

検
討
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
と

併
せ
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

企
業
版
と
い
う
こ
と
が
検
討

さ
れ
て
い
る
と
い
う
情
報
は

得
て
い
る
が
細
部
ま
で
は
承

知
を
し
て
な
い
。
積
極
的
に
、

取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
制
度

で
あ
り
、
細
部
が
明
確
に

な
っ
た
時
点
で
、
検
討
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

後
の
政
策
を
聞
く
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

林
業
の
取
り
組
み
の
よ
う

に
将
来
を
見
据
え
て
取
り
組

ん
で
い
く
。
高
齢
者
対
策
を

は
じ
め
福
祉
、
介
護
、
医
療
、

教
育
な
ど
を
一
体
的
な
施
策

と
し
て
展
開
し
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
核
と
し
て
次

の
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
に
取

り
組
ん
で
く
。

一般質問

一般質問

問 

今
後
の
人
口
減
少
対
策
は

答 

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
核
と
す
る

施
策
を
展
開

問 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
積
極
的
な

取
り
組
み
を

答 

積
極
的
に
取
り
組
む

第７次大豊町総合計画
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意 

見 

書

○
委
員
会
提
案

森
林
・
林
業
政
策
の
推
進
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　

意
見
書
に
つ
い
て

（
賛
成
者
・
全
員
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
長　
　
　
　

　

三
谷
幸
一
郎

　

森
林
は
、
公
益
的
機
能
の
保
持
や
木
材
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
供
給
、
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
等
々
、
国
民
の
安
全
・
安
心
、
国
土
・

環
境
を
守
る
重
要
な
国
民
共
通
の
財
産
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産

業
の
現
状
は
、
長
期
に
わ
た
る
木
材
価
格

や
国
産
材
利
用
の
低
迷
の
影
響
に
よ
り
、

経
営
基
盤
が
依
然
と
し
て
脆
弱
で
あ
り
、

山
村
の
疲
弊
も
著
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
年
3
月
「
山
村
振
興

法
」
が
改
正
さ
れ
、「
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
産
業
の
育
成
に
よ
る
就
業
機
会
の
創

出
」
や
「
定
住
の
促
進
」
等
が
新
た
に
基

本
理
念
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

こ
の
新
た
な
基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
山

村
地
域
の
再
生
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
は
、

森
林
・
林
業
施

策
の
推
進
は
急

務
で
あ
り
、
立

地
条
件
に
対
応

し
た
森
林
整
備
、

間
伐
材
等
の
利

活
用
、
適
切
な

治
山
対
策
、
鳥

獣
害
対
策
の
実

施
等
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
森
林
・
林
業
政
策
の

推
進
を
強
く
求
め
意
見
書
を
提
出
す
る
も

の
で
あ
る
。

○
議
員
提
案

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）の
国
会
批

准
を
し
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
意
見
書

（
賛
成
４
・
反
対
５
）

　

反
対
者
・
佐
々
木
文
三
、
藤
丸
髙
德
、

　
　
　
　
　

重
森
一
宗
、
都
築
正
光
、
西
村
正
尚

提
出
者 

前
野
　
由
和

賛
成
者 

渡
辺
　
則
夫

 

今
井
　
安
博

 

三
谷
幸
一
郎

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
が
ア

ト
ラ
ン
タ
会
議
に
お
い
て
、
大
筋
合
意
と

報
じ
ら
れ
、
そ
の
一
か
月
後
、
30
章
か
ら

な
る
概
要
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

政
府
は
交
渉
過
程
を
秘
密
に
し
て
き
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
判
ら
な
い
が
譲
歩
に
次

ぐ
譲
歩
を
重
ね
て
合
意
に
向
け
て
積
極
的

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

農
業
重
要
５
項
目
に
つ
い
て
586
品
目
中

174
品
目
30
％
の
関
税
撤
廃
で
あ
る
。
全
体

で
は
95
％
の
関
税
撤
廃
と
な
り
前
例
を
見

な
い
市
場
開
放
と
な
っ
て
い
る
。
聖
域
あ

る
い
は
再
協
議
と
し
な
け
れ
ば
撤
退
す
る

と
の
衆
参
農
水
委
員
会
決
議
、
絶
対
反
対

と
の
選
挙
公
約
に
違
反
し
、
国
会
無
視
、

公
約
違
反
の
民
主
主
義
の
根
幹
に
か
か
わ

る
問
題
で
あ
る
。

　

政
府
は
一
次
産
業
へ
の
影
響
が
甚
大
で

あ
る
こ
と
を
認
め
た
か
ら
こ
そ
国
内
対
策

を
打
ち
出
し
て
い
る
。
し
か
し
国
内
対
策

で
対
応
で
き
な
い
こ
と
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
策
後

を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

　

関
税
収
入
を
対
策
費
に
当
て
て
き
た
が

限
り
な
く
０
％
へ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
財
源
の
裏

付
け
が
な
い
。
各
国
は
自
国
の
条
件
に
基

づ
い
て
国
土
保
護
や
産
業
維
持
の
対
策
を

採
っ
て
い
る
。
食
の
安
全
や
社
会
保
障
は

国
民
の
生
存
権
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
国
の
制
度
や
対
策
そ
の
も

の
が
Ｉ
Ｓ
Ｄ
の
標
的
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
。

世
界
人
口
２
％
の
日
本
が
食
糧
貿
易
の

10
％
を
占
め
て
い
る
。
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー

ジ
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
食
糧
輸
送
が

CO²
排
出
量
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と

い
う
問
題
だ
。
食
糧
自
給
率
を
高
め
る
こ

と
は
世
界
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
の
飢
え
と

貧
困
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
日
本
が
果

た
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
使
命
は
大
き
い
。

　

林
野
部
門
に
お
い
て
生
産
減
少
額
は
全

国
で
500
億
円
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
本
町

の
よ
う
な
中
山
間
地
域
で
必
死
の
取
り
組

み
を
し
て
い
る
地
域
へ
の
影
響
は
必
至
で

あ
る
。
政
府
と
国
会
は
決
議
に
基
づ
く
な

ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
批
准
す
る
こ
と
な
く
撤
退
し

民
主
主
義
と
国
の
主
権
を
守
る
こ
と
を
求

め
る
。

反
対
討
論 

藤
丸
　
髙
德

　

私
達
日
本
人
の
日
々
の
生
活
に
お
い
て

も
、
青
果
生
肉
鮮
魚
店
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー

パ
ー
で
は
、
毎
日
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

食
材
や
商
品
が
あ
ふ
れ
、
多
様
な
食
品
店

で
町
が
潤
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
豊
か

な
食
を
作
り
出
し
て
い
る
現
状
が
、
生
産

者
で
あ
り
、
そ
の
生
産
者
の
方
々
が
営
み

続
け
て
き
た
の
が
農
林
水
産
業
、
特
に
中

山
間
地
域
を
含
む
美
し
い
活
力
あ
る
地
域

を
作
り
上
げ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
を

こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
を
受
け
、
今
日
本
の

農
政
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
、
生
産

者
の
持
つ
可
能
性
と
潜
在
力
を
遺
憾
な
く

発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
次

の
世
代
に
対
し
て
も
日
本
の
豊
か
な
食
や

美
し
い
活
力
あ
る
地
域
を
引
き
渡
し
て
い

け
る
。
今
後
農
林
水
産
業
の
持
つ
様
々
な

価
値
や
魅
力
、
日
本
の
食
の
潜
在
力
の
安

定
供
給
、
受
容
性
な
ど
に
対
す
る
理
解
や

信
頼
を
高
め
、
日
本
の
農
林
水
産
業
の
輝

け
る
時
代
に
し
て
い
く
と
政
府
の
農
林
水

産
部
会
で
も
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
町

に
お
い
て
も
、
岩
﨑
町
長
が
提
案
理
由
の

中
に
も
述
べ
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
に
お

け
る
林
業
対
策
の
必
要
に
つ
い
て
は
、
尾

﨑
知
事
も
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
農
林

家
形
態
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
山
村
で
生

活
す
る
も
の
の
視
点
に
立
っ
て
、
農
業
分

野
の
ダ
メ
ー
ジ
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
県

か
ら
も
国
に
対
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
の
必
要

性
に
つ
い
て
政
策
を
提
言
し
て
お
り
、
こ

う
い
っ
た
中
で
、
や
は
り
今
日
本
の
食
料
、

農
産
物
の
安
全
性
は
、
世
界
の
中
で
も
特

に
優
れ
て
高
品
質
と
言
わ
れ
、
近
年
輸
出

が
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

に
よ
り
、
中
山
間
地
域
に
も
温
か
い
手
を

差
し
伸
べ
る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
き

て
い
る
。
日
本
型
中
山
間
地
域
協
定
組
合
、

こ
う
い
う
よ
う
な
も
の
も
検
討
さ
れ
て
お

り
、
本
案
に
対
し
反
対
を
す
る
。

賛
成
討
論 

渡
辺
　
則
夫

　

今
や
日
本
の
食
料
自
給
率
は
40
％
を

割
っ
て
い
る
。
か
つ
て
こ
の
40
％
の
食
料

自
給
率
を
憂
い
て
、
民
主
党
政
権
に
な
り

10
年
以
内
に
自
給
率
50
％
を
目
指
す
と
い

う
方
針
が
出
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
自
民
党

が
政
権
に
復
帰
し
て
こ
れ
を
ま
た
40
％
に
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戻
し
た
。
こ
の
40
％
も
今
回
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

参
加
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
自
給
率
は
低
下

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
か
つ
て
食
料

は
、
戦
略
物
資
に
も
な
り
得
る
と
い
う
こ

と
で
、
食
糧
安
保
と
い
う
こ
と
が
盛
ん
に

言
わ
れ
る
時
期
も
あ
っ
た
。
こ
の
食
料
が

戦
略
物
資
に
な
り
得
る
こ
と
は
、
今
日
も

状
況
は
同
じ
で
あ
り
、
軍
備
や
軍
事
力
以

上
に
食
料
と
い
う
の
は
国
民
の
安
全
保
障

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
は
な
い
か
。

　

最
近
政
府
が
『
地
方
創
生
』
と
い
う
言

葉
を
盛
ん
に
発
し
、
我
々
地
方
も
そ
れ
に

向
け
て
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
が
、
農

業
や
農
村
を
工
業
製
品
の
輸
出
の
た
め
に

犠
牲
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
地
方
創
生

に
も
逆
行
す
る
行
為
で
あ
る
。
世
界
的
に

見
て
も
、
先
日
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
パ
リ
協
定
が

各
国
の
参
加
で
合
意
さ
れ
た
。
先
程
も
提

案
理
由
の
説
明
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
フ
ー

ド
マ
イ
レ
ー
ジ
と
い
う
言
葉
の
通
り
自
国

で
自
給
で
き
る
。
生
産
で
き
る
食
料
は
基

本
的
に
自
国
で
賄
い
、
そ
れ
以
外
自
国
で

自
給
で
き
な
い
も
の
を
他
国
か
ら
入
れ
る

と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
の
も
と
に
立
て

ば
、
地
球
温
暖
化
低
酸
素
社
会
を
目
指
す

上
で
も
、
食
料
を
大
量
に
輸
送
し
て
二
酸

化
炭
素
を
排
出
す
る
よ
う
な
こ
と
は
世
界

的
に
見
て
も
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

私
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
国

民
的
に
深
い
議
論

の
も
と
慎
重
に
取

り
組
む
べ
き
で
、

経
済
効
率
だ
け
で

安
易
に
こ
の
こ
と

を
早
急
に
進
め
る

こ
と
に
は
反
対
で

あ
り
、
本
案
に
対

し
賛
成
す
る
。

　
　
編
　
集
　
後
　
記　

　

２
０
１
６
年
最
初
の
広
報
誌
で
明
る
い
編
集
後
記
を
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
某
新
聞
の
社
説
に
「
年
初
の
日
本
、

年
初
の
世
界
」
と
の
記
事
が
あ
り
興
味
深
く
何
度
も
読
み
返

し
ま
し
た
。
ま
ず
、
年
初
の
日
本
は
「
戦
後
の
初
心
に
立
ち

返
る
」
と
の
題
名
で
、
多
く
の
人
が
明
る
さ
を
期
待
し
な
が

ら
も
不
安
を
抱
い
て
い
る
。
不
安
と
は
「
こ
の
国
は
ど
こ
に

向
か
っ
て
い
る
の
か
不
鮮
明
な
将
来
の
姿
に
漠
然
と
し
た
危

う
さ
を
感
じ
て
い
る
」
と
あ
り
ま
し
た
。
先
進
国
で
あ
り
な

が
ら
貧
困
児
童
が
16.3
％
に
も
及
ぶ
、
特
に
一
人
親
世
帯
で
は

実
に
54.6
％
も
の
児
童
が
貧
困
に
直
面
し
て
い
る
。
日
本
も
格

差
社
会
が
益
々
拡
大
し
て
い
る
。
将
来
を
託
す
子
ど
も
達
が

こ
の
よ
う
な
現
状
で
い
い
の
か
と
不
安
を
感
じ
得
な
い
。
ま

た
、
世
界
を
見
る
と
昨
年
11
月
に
起
き
た
パ
リ
の
同
時
多
発

テ
ロ
等
、
至
る
所
で
テ
ロ
が
多
発
し
て
い
る
。
日
本
も
テ
ロ

の
標
的
の
例
外
で
は
な
い
と
の
報
道
だ
。
世
界
も
日
本
も
ま

た
人
口
減
に
直
面
し
て
い
る
地
方
も
苦
難
の
時
代
に
突
入
し

て
い
る
の
か
、
不
安
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

平
和
で
争
い
の
無
い
社
会
、
世
界
を
願
う
年
初
で
あ
り
ま
す
。

  

広
報
編
集
特
別
委
員
会　

三
谷
幸
一
郎

【
ご
意
見
や
ご
感
想
は
】

　

大
豊
町
議
会
事
務
局　

電
話　

７
２

－

０
４
５
０ 

ま
で

議会一般質問

中学３年生模擬議会

議 会 か ら の お 知 ら せ
○　12月定例会に大豊町中学校３年生の
生徒が一般質問の傍聴をしました。本町
の行政全般にわたる質問を行う議員、受
ける執行機関（岩﨑町長）の答弁を熱心
に聴き、勉強になったのではないかと思
います。
　　１月19日には中学３年生による模擬
議会が開催されました。郷土愛を持ち、
大豊町を担う活躍をすることを期待いた
します。

○　岩﨑憲郎町長ご夫妻が、11月12日に天皇皇后両陛下主催の秋の園遊会に招待され参列されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心からお祝い申し上げます。
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〈３月号は、平成20年以降のできごとを掲載（最終回）の予定です。〉

大
豊
町
合
併

　　  

周
年

60

　
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
年
）

３
月
31
日
に
誕
生
し
た
大
豊
村
。

　
そ
の
後
、
昭
和
47
年
４
月
１

日
に
町
制
施
行
し
「
大
豊
町
」

が
発
足
し
ま
し
た
。

　
６
月
号
か
ら
特
集
で
60
年
を

振
り
返
っ
て
い
ま
す
が
、
今
月

号
で
は
平
成
11
年
以
降
の
で
き

ご
と
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

～
想
い
出
を

　
　
　
た
ず
ね
て
～

第
９
回

平成18年９月３日

平成17年３月１２日

平成14年10月27日

板送り嶺北大会で大豊町消防団上位独占！ 
～優勝　船戸部　準優勝　豊永部　第３位　落合部～

とまレール大杉完成
～中学生企画の落成イベントが盛大に開催～

よさこい高知国体
～山岳（成年男子）縦走競技開催～

平成11年３月23日
ゆとりすとパーク園内に風力発電施設が完成
～羽根・発電機部分はオランダから～

平成12年（２０００年）７月７日
川口南トンネル開通

～県道川之江大豊線～
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平成27年  国勢調査結果速報人口
　皆さまには、平成27年10月１日時点での国勢調査にご協力をいただき
誠にありがとうございました。集計の結果、本町の世帯数は2,051世帯、
人口は3,966人となりました。５年前から259世帯、753人の減少です。
人口の維持・増加が見られたのは11調査区でした。
　なお、この結果は確定数値ではなく手作業による
本町独自の集計結果であり、２月に発表される総務
省統計局の公表結果と異なる場合があります。
　また、詳しい内容については役場総務課企画財政
班までお問い合わせください。

地区名
国勢調査結果人口（人）

平成27年 平成22年 増減数
戸 手 野 58 73 –15 
本 村 73 74 –1 

峰 4 13 –9 
馬 瀬 66 93 –27 
久 寿 軒 50 70 –20 
北川二区 15 23 –8 
北川一区 11 18 –7 
天 坪
地 区 計 277 364 –87 

杉 196 192 4 
小川（枯谷含） 57 60 –3 
津 家 79 76 3 
大 豊 園 90 89 1 
高 須 119 129 –10 
日 浦 58 80 –22 
大 王 上 26 22 4 
大 王 下 121 140 –19 
大杉病院 64 93 –29 
葛 原 97 113 –16 
川 口 南 317 314 3 
桧 生 13 21 –8 
式 岩 14 16 –2 
穴内1–1 26 35 –9 
穴内1–2 23 20 3 
穴内二区 88 102 –14 
穴内三区 39 53 –14 
和 田 31 50 –19 
目 付 29 26 3 
磯 谷 21 26 –5 
尾 生 29 38 –9 

谷 45 50 –5 
川 口 48 59 –11 

地区名
国勢調査結果人口（人）

平成27年 平成22年 増減数
一 の 瀬 38 42 –4 
立川三谷 35 41 –6 
中 央 20 28 –8 
刈 屋 21 27 –6 
中 和 30 44 –14 
仁尾ケ内 18 27 –9 
大 杉
地 区 計 1,792 2,013 –221 

西 土 居 44 57 –13 
佐 賀 山 45 61 –16 
上 東 30 41 –11 
中 屋 24 28 –4 
黒 石 47 58 –11 
東 庵 谷 59 68 –9 
西 庵 谷 37 44 –7 
船 戸 86 110 –24 
大 田 口 43 55 –12 
石 堂 8 8 0 
西梶ケ内 18 35 –17 
奥 大 田 12 18 –6 
西 寺 内 84 96 –12 
東 寺 内 45 64 –19 
安 野 々 28 29 –1 
東梶ケ内 9 11 –2 
西 久 保 15 21 –6 
川 戸 41 56 –15 
連 火 18 21 –3 
下 桃 原 31 24 7 
上 桃 原 39 60 –21 
永 渕 53 66 –13 
柳 野 11 9 2 
大 砂 子 61 64 –3 

地区名
国勢調査結果人口（人）

平成27年 平成22年 増減数
大 久 保 43 59 –16 
東 土 居 148 185 –37 
八 川 31 33 –2 
筏 木 24 34 –10 
西峯三谷 31 38 –7 
岩 原 128 158 –30 
西 豊 永
地 区 計 1,293 1,611 –318 

大 平 22 28 –6 
大 滝 18 23 –5 
落 合 62 64 –2 
川 井 45 58 –13 
高 原 8 11 –3 
中 内 1 2 –1 
野 々 屋 29 33 –4 
土 居 15 24 –9 
久 生 野 42 52 –10 
大 畑 井 32 46 –14 

沖 10 11 –1 
蔭 27 27 0 

柚 木 49 51 –2 
三津子野 26 32 –6 
怒 田 75 90 –15 
南 大 王 16 20 –4 
八 畝 69 83 –14 
立 野 10 14 –4 
西 川 19 25 –6 
粟 生 29 37 –8 
東 豊 永
地 区 計 604 731 –127 

総 合 計 3,966 4,719 –753 

大豊町人口の推移
調査年 人口（人） 10年前との比較

昭和30年 20,711 –
昭和40年 15,776 –23.8%
昭和50年 11,018 –30.2%
昭和60年 8,830 –19.9%
平成 ７年 6,979 –21.0%
平成17年 5,492 –21.3%
平成27年 3,966 –27.8%
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町 民 申県 税 告 3 15の は ま にで !月 日
　今年も各地区で、所得の申告受付を実施します。申告書を回覧などでお願いしていますので、必要部数を受け
取り、下記の事項にご留意のうえ、該当する場所で申告書を提出してください。

◆ 次に該当する人以外は全員申告書を提出してください

◆ 次の収入がある場合は、必ず下記の帳簿等を持参してください

◆ 各種控除を受ける場合の必要書類

◆ 平成27年分 公的年金等に係る雑所得の速算表

○所得税の確定申告書を提出している人

○平成27年中の所得が給与所得のみであった人

○20歳未満で収入がない人

○平成28年1月1日現在で生活保護法による生活扶助を受けている人

※収入がなかった場合でも、国民健康保険税や、老人医療・介護保険・障害者等の負担区分判定の資料になり
ますので、必ず申告書を提出してください。（郵送可）

○農業所得	…	出荷先が発行する計算書、精算書・必要経費の明細書、領収書、帳簿など

○日労所得	…	事業所が発行する賃金支払明細書

○個人年金（公的年金等以外の年金）	…	保険会社発行の通知書（証明書）

※申告書の提出後に税務班の調査によって所得が判明した場合は、その所得を加算して所得金額とします。

○医療費控除額	…	医療費の領収書および保険金など補てん金額のわかるもの
　　　　　　　　		支払った医療費の合計を事前に集計してください。（病院ごと・個人ごとなど）

○社会保険料控除額	…	申告者および生計を共にする配偶者や親族にかかる保険税等（国保料・国民年金保険
　　　　　　　　　　		料・任意継続保険料など）の納付・控除証明書または領収書

○生命保険料控除	…	申告者および扶養家族名義の生命保険料・個人年金保険料支払証明書

○地震保険料控除	…	地震保険料および旧長期損害保険料支払証明書

○寄附金控除	…	受領書または証明書

○住宅借入金等特別控除	…	家屋･土地の登記簿謄本または抄本、家屋･土地の売買契約書、住民票の写し、
　　　　　　　　　　　　		年末残高証明書など

［求める所得金額＝①×②－③］
年齢区分 ① 公的年金等の収入金額の合計額 ② 割　合 ③ 控　除

65歳未満
昭和26年1月2日
以後に生まれた人

700,001～1,299,999円 100% 700,000円
1,300,000～4,099,999円 75% 375,000円
4,100,000～7,699,999円 85% 785,000円

7,700,000円以上 95% 1,555,000円
公的年金等の収入金額の合計額が700,000円までの場合は、所得金額はゼロとなります。

65歳以上
昭和26年1月1日
以前に生まれた人

1,200,001～3,299,999円 100% 1,200,000円
3,300,000～4,099,999円 75% 375,000円
4,100,000～7,699,999円 85% 785,000円

7,700,000円以上 95% 1,555,000円
公的年金等の収入金額の合計額が1,200,000円までの場合は、所得金額はゼロとなります。

申告受付が
スムーズに

行えるようご協力
よろしくお願い
いたします
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期　　日 場　　所 受付時間 対　象　地　区

2月15日（月）
天坪公民館
（旧天坪地区複合集会所） 9:30～11:30 戸手野・馬瀬・枯谷

郷の家 13:00～15:00 本村・峰

2月16日（火） 久寿軒公民館
（旧久寿軒老人憩いの家） 9:00～12:00 北川一区・北川二区・久寿軒

2月17日（水） 大砂子公民館（国道沿）
9:30～11:30

大砂子・柳野・永渕・大久保
13:00～14:00

2月18日（木）
岩原部消防屯所 9:00～11:30 岩原・筏木・西峯三谷

川戸集会所 13:00～14:30 上桃原・下桃原・西久保・川戸・連火

2月19日（金） 住民課税務班（役場1階）
9:00～11:30 小川・津家・日浦・高須・大王下

大王上・杉・桧生・川口南・葛原13:00～16:00

2月22日（月）
一の瀬公民館 10:00～12:00 一の瀬・中央

川口公民館 13:30～15:00 川口・谷・式岩

2月23日（火） 大豊町立複合集会所　ひだまり
9:30～11:30 野々屋・土居・久生野・大畑井・沖

蔭・柚木13:00～14:30

2月24日（水）
奥大田集会所 9:30～11:30 奥大田・西梶ケ内

総合ふれあいセンター 13:00～15:00 大田口・目付・西梶ケ内・東梶ケ内
石堂・奥大田・西寺内・東寺内　

2月25日（木） 総合ふれあいセンター
9:30～11:30 東庵谷・西庵谷・上東・黒石・中屋

和田・船戸13:00～15:00

2月26日（金） 穴内公民館（旧穴内会館） 9:00～11:30 式岩・和田・尾生・磯谷・穴内全域

2月29日（月） 豊永公民館
（旧ゆとりすと交流センター）

  9:00～12:00 安野々・西土居・八川・佐賀山
東土居・川戸13:00～14:00

3月 1日（火）
立川三谷公会堂 10:00～12:00 立川三谷

中和・刈屋多目的集会所 13:30～15:00 中和・仁尾ケ内

3月 2日（水）
八畝集会所 9:30～11:30 八畝・西川・立野

怒田ふるさと館 13:00～14:30 怒田・南大王・三津子野

3月 3日（木） 東豊永公民館
（旧東豊永生涯学習センター）

10:00～11:30 大平・大滝・落合・高原・川井・中内
立野・西川・粟生13:00～15:00

3月 6日（日） 住民課税務班 （役場1階）
9:30～11:30

全地区
13:00～16:30

○申告受付日程表 ◎町税の未納のある方は、事前に連絡をいただければ、
　申告受付場所で納付できます。

◎当日申告できない方は、3月15日（火）までに税務班（役場1階）へ
　お越しください。また、対象地区以外の場所で申告をされる方は、
　事前に役場税務班までご連絡ください。

… 住民課税務班　☎ ⑨72–0450問い合わせ先
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○
社
会
福
祉
事
業
団
体
お
よ
び
社
会
福
祉
施
設
の
入
所

者
や
利
用
者
の
処
遇
改
善
ま
た
は
文
化
厚
生
事
業
を

行
う
団
体

　

☆
施
設
整
備
事
業

　
　
　

社
会
福
祉
施
設
お
よ
び
更
生
保
護
施
設
の
整
備
、

機
器
・
車
輌
等
に
要
す
る
経
費

　

☆
共
同
作
業
所
整
備
事
業

　
　
　

小
規
模
作
業
所
等
の
整
備
、機
器
・
備
品
等
の
経
費

　

○
先
駆
的
、
開
拓
的
な
福
祉
活
動
を
行
う
民
間
非
営
利

団
体（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　

☆
先
駆
的
・
開
拓
的
事
業

　
　
　

民
間
非
営
利
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
の
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
先
駆
的
お
よ
び
開
拓
的
な
社

会
福
祉
活
動
を
育
成
、
支
援
に
要
す
る
経
費

【
締
め
切
り
日
】
2
月
29
日（
月
）

問
い
合
わ
せ
先	

…	

大
豊
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
⑨
７
３-

１
２
０
０

交
通
災
害
共
済
加
入
の
ご
案
内

　

交
通
災
害
共
済
は
、
加
入
者
が
日
本
国
内
で
の
交
通
事

故
に
よ
り
、
ケ
ガ
な
ど
を
さ
れ
た
場
合
に
救
済
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
高
知
県
内
の
町
村
、
香
南
市
お
よ
び
香
美
市

が
共
同
し
て
行
っ
て
い
る
共
済
制
度
で
す
。

【
共
済
掛
金
】
1
人
当
た
り　

５
０
０
円

【
受
付
開
始
】
2
月
1
日
か
ら

【
共
済
期
間
】
4
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で

　

※
た
だ
し
、
年
度
途
中
の
加
入
者
に
つ
い
て
は
申
し
込

み
の
翌
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

【
加
入
資
格
】

　

大
豊
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

【
申
し
込
み
方
法
】

　

１
月
末
の
区
長
行
き
で
配
布
し
ま
し
た
加
入
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、掛
金
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

※
申
込
書
は
役
場
お
よ
び
各
金
融
機
関
に
も
あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
先
】

　

役
場
出
納
室
、
大
豊
町
総
合
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
窓
口

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

● 

役　
　
　
　

場 

☎ 

72

－

０
４
５
０

● 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

☎ 

73

－

０
８
１
１

● 

農
業
セ
ン
タ
ー 

☎ 

73

－

０
９
７
８

電　話

２
月
７
日
は
高
知
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙

（
長
岡
郡
・
土
佐
郡
選
挙
区
）の
投
票
日
で
す

　

県
民
の
代
表
を
選
ぶ
大
事
な
選
挙
で
す
。
棄
権
せ
ず
に

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
！

【
告
示
日
】
1
月
29
日（
金
）

【
投
票
日
】
2
月
7
日（
日
）

　

期
日
前
投
票
を
、
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
当
日
仕
事
や
用
事
が
あ
る
方
は
、
期
日
前

投
票
を
し
ま
し
ょ
う
！

【
期
日
前
投
票
時
間
】
午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

全
投
票
区

【
場
　
所
】
大
豊
町
農
工
セ
ン
タ
ー
1
階
会
議
室

【
期
　
間
】
1
月
30
日（
土
）～
2
月
6
日（
土
）

第
1
～
7
投
票
区

【
場
　
所
】
大
豊
町
総
合
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
期
　
間
】
2
月
4
日（
木
）～
5
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
先	

…	

大
豊
町
選
挙
管
理
委
員
会

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す
！

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
と

割
り
引
き
に
な
る
前
納
制
度
が
あ
り
、
な
か
で
も
口
座
振

替
は
現
金
納
付
な
ど
に
比
べ
て
割
引
額
が
大
き
く
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

前
納
の
期
間
が
長
い
ほ
ど
割
引
額
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
前
納
で
き
る
期
間
は
最
長
2
年
間
で
、
割

引
額
は
１
５
，３
６
０
円
（
平
成
27
年
度
の
金
額
）
で
し
た
。

※
2
年
前
納
の
保
険
料
額
は
、
平
成
28
年
2
月
の
告
示
に

よ
り
確
定
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先	

…	

南
国
年
金
事
務
所

☎
０
８
８-

８
６
４-

１
１
１
１

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
中
山
間
地
域
な
ど

の
農
業
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域
に
お
い
て
、
５
年
以
上

農
業
を
続
け
る
こ
と
を
約
束
し
た
農
業
者
の
方
々
に
対
し

て
、
交
付
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　

交
付
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
農
地
の
管
理
方
法
や
役

割
分
担
を
取
り
決
め
た
「
協
定
」
を
締
結
し
、
５
年
以
上

農
業
生
産
活
動
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
第
４
期
対
策
の
２
年
目
と
な
り
ま
す
が
、

追
加
加
入
の
農
地
を
募
集
し
ま
す
。
単
独
で
の
協
定
締
結

が
難
し
い
場
合
は
、
近
隣
の
協
定
を
紹
介
す
る
な
ど
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
２
月
28
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先	
…	

産
業
建
設
課
産
業
班

共
同
募
金
助
成
要
望
を
公
募

　

高
知
県
共
同
募
金
会
大
豊
町
共
同
募
金

委
員
会
で
は
、
平
成
29
年
度
赤
い
羽
根
共

同
募
金
の
助
成
要
望
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
○
対
象
団
体
・
☆
対
象
事
業
】

　

○
民
間
の
社
会
福
祉
事
業
、
更
生
保
護
事
業
そ
の
他
社

会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
を
経
営
す
る
者

　

☆
団
体
活
動
費

　
　
　

社
会
福
祉
ま
た
は
更
生
保
護
を
目
的
と
し
て
広
域

的
な
組
織
と
活
動
領
域
を
有
す
る
団
体
の
育
成
、

援
助
に
要
す
る
経
費
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土
佐
れ
い
ほ
く
農
業
協
同
組
合
（
町
内
各
支
所
）

　

高
知
銀
行
豊
永
支
店

問
い
合
わ
せ
先	

…	

総
務
課
庶
務
班

バ
ス
運
行
業
務
の
条
件
付
き

一
般
競
争
入
札
を
行
い
ま
す

【
業
　
務
　
名
】

①
平
成
28
年
度
大
豊
町
町
民
バ
ス
立
川
線
運
行
業
務

②
平
成
28
年
度
大
豊
町
町
民
バ
ス
西
峰
線
運
行
業
務

（
業
務
担
当
・
住
民
課
）

③
平
成
28
年
度
大
豊
町
通
学
バ
ス
西
峰
線
運
行
業
務

④
平
成
28
年
度
大
豊
町
通
学
バ
ス
岩
原
線
運
行
業
務

⑤
平
成
28
年
度
大
豊
町
通
学
バ
ス
天
坪
線
運
行
業
務

⑥
平
成
28
年
度
大
豊
町
通
学
バ
ス
穴
内
・
川
口
線
運
行
業
務

（
業
務
担
当
・
教
育
委
員
会
）

【
入
札
参
加
資
格
】

①
地
方
自
治
法
施
行
令
167
条
の
4
第
1
項
お
よ
び
第
2
項

の
各
号
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と

②
受
託
者
の
中
に
運
行
管
理
者
基
礎
講
習
を
受
講
し
運
行

管
理
者
基
礎
知
識
を
習
得
し
た
者
ま
た
は
安
全
運
転
管

理
者
の
資
格
を
有
す
る
者
が
お
り
、
業
務
を
管
理
で
き

る
こ
と（
基
礎
講
習
受
講
や
安
全
運
転
管
理
者
資
格
は
、運

行
開
始
後
の
直
近
の
受
講
や
資
格
取
得
も
可
能
と
す
る
。）

③
運
転
者
は
、
運
転
者
資
格
「
8
ｔ
限
定
を
除
く
中
型
以

上
の
一
種
免
許
」
を
所
持
す
る
者
で
あ
る
こ
と

④
運
送
事
業
者
に
あ
っ
て
は
事
業
所
を
、
任
意
の
団
体
に

あ
っ
て
は
事
務
所
を
大
豊
町
内
に
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、

か
つ
代
表
者
は
大
豊
町
に
住
所

を
有
す
る
者

⑤
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に

は
、
次
の
書
類
を
添
付
す
る
も

の
と
す
る

・
運
行
管
理
者
基
礎
講
習
を
受
講

し
運
行
管
理
者
基
礎
知
識
を
習

得
し
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
の
写
し
ま
た
は
、
安
全
運

転
管
理
者
の
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
も
の
の
写

し
（
運
行
開
始
後
に
受
講
や
資
格
取
得
し
た
者
に
つ
い

て
は
、
取
得
後
速
や
か
に
提
出
の
こ
と
）

・
運
転
者
全
員
の
③
の
免
許
証
の
写
し

【
入
札
参
加
書
類
等
交
付
】

　

交
付
期
間　

2
月
2
日（
火
）～
2
月
19
日（
金
）

　

交
付
場
所　

住
民
課
、
教
育
委
員
会

【
入
札
参
加
書
類
提
出
】

　

提
出
期
間　

2
月
5
日（
金
）～
2
月
24
日（
水
）

　

提
出
先　

総
務
課

【
入
札
の
無
効
】

　

入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
入
札
お
よ
び
入
札
に
関
す

る
条
件
に
違
反
し
た
入
札
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

【
入
札
日
時
・
場
所
】

　

3
月
3
日（
木
）
午
前
10
時
・
農
工
セ
ン
タ
ー
会
議
室

※
入
札
参
加
希
望
者
は
、入
札
参
加
申
請
書
類
を
2
月
24
日

（
水
）午
後
4
時
ま
で
に
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先	

…	

業
務
担
当
…
住
　
民
　
課
　
鎌
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

教
育
委
員
会
　
都
築

　
　
　
　
　
　
　  

入
札
担
当
…
総
　
務
　
課
　
下
村

「
と
も
し
び
第
26
号
」
が
で
き
ま
し
た

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
「
と
も
し
び
第
26
号
」
を
発
行
し

ま
し
た
。

　

大
豊
町
教
育
委
員
会

事
務
局（
農
工
セ
ン
タ
ー

２
階
）で
販
売
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
購

読
く
だ
さ
い
！

☆
一
冊
３
０
０
円

大
豊
町
文
化
協
会
　
文
芸
部

保
育
所
で
の

　
　
体
力
づ
く
り

　

本
年
度
の
教
育
版
地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
「
保
小
中
連
携
体
力
向
上
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
、
体
育
専
門
指
導
員
（
ス
ポ
ー

ツ
マ
ッ
ク
ス
）
を
全
保
育
所
に
派
遣
し
、
水

遊
び
や
親
子
で
楽
し
め
る
運
動
遊
び
な
ど
、

保
育
士
の
技
術
指
導
力
向
上
と
そ
れ
に
伴
う

幼
児
の
運
動
能
力
や
運
動
意
欲
の
向
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

育委員会だより教
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まちのできごと

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
成
人

　

１
月
10
日
、
総
合
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
成
人
式
が

行
わ
れ
、
新
成
人
27
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
岩
﨑
町
長
か
ら
の
式
辞
や
佐
藤
議
長
か
ら

の
祝
辞
の
あ
と
、
新
成
人
一
人
ひ
と
り
が
自
己
紹
介
と
力

強
い
二
十
歳
の
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
交
流
会
で
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

う
～
み
さ
ん
の
演
奏
と
、
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
に
よ

る
地
元
食
材
を
使
用
し
た
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
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高知東警察署本山警察庁舎
高齢者交通安全アドバイザー　上池　

☎	０８８７－７６ー０１１０交通安全ニュース

形は似ていますが、
色も食感も違うブ
ロッコリーとカリ
フラワーは、どち
らもキャベツの仲

間で、ブロッコリーが突然変異し、花蕾が白化したものがカリフラワーだと
言われています。
◆両方ともビタミンCが豊富な野菜です。生ではブロッコリーの方がより多
くのビタミンCを含んでいますが、ゆでると汁に溶け出る性質です。一方
カリフラワーのビタミンＣは溶け出ないのでゆでたものを比べると大差はあ
りません。粘膜や皮膚を保護する栄養素のβ―カロテンも豊富に含むブロッコリーは、栄養素をなるべく逃さ
ず食べるためゆで過ぎないことが大切で、電子レンジを使った調理法もおすすめです。

… 大豊町食生活改善推進協議会（住民課健康づくり班内）問い合わせ先

へ ル

しお コ

ト

ゃ

ス

ー

の

べ

メ

ナり

イ

ー

ブロッコリー･････････････ 75ｇ

カリフラワー･････････････ 90ｇ

ポークランチョンミート･･･ 60ｇ

オリーブオイル･･････ 大さじ1/2

粗挽きこしょう････････････少々

パセリ（みじん切り）･･･ 小さじ1/2

◎ ブロッコリーとカリフラワーの黒こしょう炒め
■	材料（約２人分）

エネルギー	……	81kcal	 脂質	……	3.2g
たんぱく質	……	7.0g	 鉄	………	1.0mg
カルシウム	……	39mg	 塩分	……	0.7g

1人分の
栄養量

■	作り方
①ブロッコリーとカリフラワーは小房に分け、半分に切り固めにゆでる。
　ポークランチョンミート（または魚肉ハンバーグやソーセージで代
用）は0.5cm厚さで1.5cm幅の短冊に切る。
②フライパンにオリーブオイルを熱し、ポークランチョンミートを入れ、
油が出てきたらカリフラワーとブロッコリーを入れて火を通す。粗挽
きこしょう、パセリをふって混ぜ合わせて火を止め、器に盛り付ける。

◆

平成27年中 県下交通事故死者最少 30人

　高齢者の交通事故を一件でも減らそうと、たくさんの
関係機関の方々のご協力を賜りながら、『高齢者宅訪問活
動』『高齢者安全教室』『各種広報活動』等を実施してい
ます。しかし、何よりも大切なのは、ご本人はもとより皆さ
ん一人ひとりの意識にあると思います。
　大豊町から事故ゼロを発信しませんか？

　平成27年12月21日に、穴内地区ミニデイに参
加のみなさんに対し、受講特典講習を実施しまし
た。
　パワーポイントを使用しての約1時間の講習を、
真剣な眼差しで傾聴くださり、講習後はたくさん
の質問と意見交換が行われました。
　また、クリスマス間近となったこの日は、プレゼ
ントのくじ引きもあり、にぎやかに楽しみながら
の学びとなりました。
　ご協力ありがとうございました。

高齢者の交通事故減少に向けて

抑止目標38人以下を達成

国では、平成21
年中の交通事故
死者（4,914人）
に対し、平成30年
を目途に2,500
人以下を目指すと
しています。

全死者のうち19人
（死者数は前年よ
り減少）が高齢者で、
全体を押し上げて
いる結果に・・・

高齢者割合
63.3％

「受講特典講習実施」12/21（月）
穴内地区
ミニデイ

講習受けたぞね！
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大豊町子育て支援サークル「よちよち」

第28回　福寿草まつり

　「よちよち」は、毎月1回、金曜日の10時からふ
れあいセンターで開催しています。
　12月は、よちよちクリスマス会を行いました。
　親子ふれあい３B体操で体もこころもほっこりと温
まり、お昼はヘルスメイトさんがこの日のために作っ
てくださったクリスマスランチを楽しみました。
　また、サンタさんからのプレゼントもあり、笑顔あ
ふれる時間を過ごしました。
　皆さまぜひ一度よちよちにお越しください。

※今後の予定（内容は変更になる場合があります。）
日　時 　
2月5日（金）10:00～
　よちよち（恵方巻きづくり）
3月4日（金）10:00～　
　よちよち（防災についてのお話　講師：池原琴絵さん）

申し込み・問い合わせ先
　住民課健康づくり班 ☎ ⑨72-0450

　「南大王福寿草の里」で福寿草まつ
りが開催されます。雪の中から可憐な
花を咲かせ、春の訪れを告げてくれる福
寿草を見に来ませんか。
期　間 　2月14日（日）～3月13日（日）

場　所 　大豊町南大王・福寿草の里

期間中のイベント案内

2月14日（日）10:00～
　オープニングセレモニー、もちまき、永渕神楽
2月26日（金）、27日（土）
　パネル展示「山を守り、川を守り、人を守る」
2月21日（日）、28日（日）、3月6日（日）
　もちつき実演販売
3月13日（日）
　福寿草フォトコンテスト審査発表
※フォトコンテスト応募締め切りは3月8日（火）午後
5時までとなっていますので大豊町観光開発協会ま
で送付してください。詳細は福寿草まつりのチラシ
をご覧ください。

問い合わせ先
　福寿草を育てる会（期間中のみ） ☎ 74-0324　
　大豊町観光開発協会 ☎ ⑨72-0450

※入山の際、福寿草を守り育てるための施設整備協力
金400円をお願いします。
　期間中は会場までの道が積雪や路面凍結している
可能性があります。冬用タイヤやチェーンの準備が
必要な場合がありますのでご注意ください。

募
集 イベント情報

安
ら
か
に
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委
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（
大
豊
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
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ゆとりすと カレンダー 2月・3月
2 月　如月　February

1 月 固定資産税（4期）・町県民税（4期）納付期限
2 火

3 水 行政相談10:00～12:00　人権相談10:00～15:00（ふれあいセンター）	 節分
ふれあいデイ（ふれあいセンター）10:30～14:30

4 木 	 立春
5 金 よちよち（恵方巻きづくり）（ふれあいセンター）10:00～12:00
6 土
7 日 高知県議会議員補欠選挙投票日
8 月 旧1月1日
9 火 犬猫の相談日

10 水 ヘルスメイト推進教室（ふれあいセンター）
立川無医地区診療

11 木 	建国記念の日
12 金
13 土
14 日 第28回福寿草まつり開幕（3月13日まで）	 春七草		聖バレンタインデー
15 月
16 火 久寿軒無医地区診療
17 水 ふれあいデイ（ふれあいセンター）10:30～14:30

18 木 すこやか健診（ふれあいセンター）13:00～
いくちゃんのはつらつ健康運動教室（農工センター）18:30～20:00

19 金 	 雨水
20 土
21 日
22 月

23 火 西峰無医地区診療
犬猫の相談日

24 水
25 木
26 金
27 土
28 日 穴内あけぼの会　そば打ち＆こんちんづくり体験ツアー（穴内あけぼの荘）10:00～
29 月

3 月　弥生　March
1 火
2 水 ふれあいデイ（ふれあいセンター）10:30～14:30
3 木 	 桃の節句
4 金 よちよち（防災についてのお話）（ふれあいセンター）10:00～12:00
5 土 	 啓蟄
6 日

納付書などの様式が変わります!
　平成28年2月1日から、大豊町が発送している介護保険料や税金の納付書などの
各種様式が変更となりますのでご注意ください。
　現在お手元にある納付期限内の納付書は引き続きご使用できます。
　期限内の納付にご協力ください。

お
ら

知
せ
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